



































































































































































































































































































































































































































































をして太刀（日本刀）十二振を注文したことである。割注に「帰朝時一陪臣用脚可返遣也」とある。日本刀一二振りを渡明する船に託して中国の物品を入手 持ち帰って日本で売却すると倍以上 儲けに って返ってくるというのである。弟を見送りに行った親長は、弟を見送 だけでなく、収入の伝手を求め いる。このよう 遣明貿易は、周辺の者 余財をもたらし、堺に富 もたらすのである。　
二は、四月十一日条の南庄柚川千阿の死去の記事と翌十二日条の荼毘
の記事である。柚川千阿は堺の納屋衆と呼ばれる有力商人の 人湯川宣阿のことで、文明八年の遣明船 請け負い、巨万の富を得たといわれ「希代之徳人」 これが七七歳で没した。翌日火葬が行われ、貴賎の人々が見物し、市を成したという。堺の住民にとって富 象徴する伝説的商 である。次の遣明船出航を前に亡くなっ 。珍しい巡り合わせである。　
三は、直接には堺の富とは関わり ないが、四月十四日条の「唐船見




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の立場から各論に有効な示唆を与えた。また山村は泉佐野市中庄の新川家旧地や、蟻通神社・玉津島神社の現在調査を行った。このよう 、小髙の参加によって研究会は昨年に続いて 今回のような報告をすることができた。もう一つ記しておきたいのは、小髙を中心 昨年（平成二十八年）十二月、住吉大社におい シンポジウム「歌神と古今伝受」を行なったことである。改めて国文学研究資料館に感謝申し上げ い。
